


的な建築物に位置づけることから、中核施設についても

遺構を保護した上で史跡の景観に配慮した現代的な建物

を建設することを想定する。中核施設から大極殿までの

距離は直線で約３２０�であり、この間にある遊水池を活

かした散策路を整備することで、中核施設に大極殿を組

み込んだ一体的な整備をはかることが可能である。大極

殿院地区は、宮跡の中心的な見学場所（みどころ）とし

て、中央区朝堂院地区とあわせて広場的空間として整備

し、大極殿院地区は院の空間の広がりを表現する復原整

備を目標とする。

B 計画案２�朱雀門付近�
正門である朱雀門付近に中核施設を配置し、来訪者を

南側へ誘導することで、宮跡全体の理解と利用の促進を

はかる計画である。現状で幹線道路に面しており自動車

車での来訪者に利便性がもっとも高いが、鉄道の軌道を

またいで中核施設と大極殿をむすぶ導線計画が必要条件

となる。

中核施設の配置と大極殿との関係 朱雀門から大極殿へい

たるルートを設定した場合、問題となるのは宮跡を横断

する軌道の存在と直線で約８００�ある距離の２点であ

る。この２点を解消する最善策として、中核施設を跨線

橋とあわせた形で配置し、朱雀門からの大極殿の眺望を

確保した東西２ヶ所を候補地とする。この場合、少なく

とも大極殿院の南面を復原整備すればルートを約３００m

ごとに分節することができ、ルート上に適度な変化を与

えることで距離の短縮効果が期待できる。

C 計画案３�大極殿付近�
宮跡見学の中心的な施設である大極殿に付せて中核施

設を配置する計画で、宮跡のエントランスを中央部に置

いて宮跡全体の整備活用に目を配る『博物館構想』の理

念を継承する案である。

大極殿院の位置づけ この計画では宮跡見学の中核とし

て、大極殿院全体を復原整備することが前提となるが、

復原深度の設定に応じて数段階の復原整備案を想定でき

る。ここでは復原深度の設定と中核施設の配置におい対

局的な案として、以下の２案を示す。

院内案 大極殿

院を復原した上

で、その内部を

中核施設として

利用する案であ

る。大極殿院の

復原整備と中核施設に必要な設備・機能を両立するため

に、完全復原や外観復原、非復原を使い分ける設計上の

工夫が必要となる。側柱間を閉塞することで中核施設と

して利用するのに十分な床面積が確保できるが、展示施

設としては特殊な形状であることから、建築計画および

建築意匠の両面から十分な検討を要する。

院西側案 大極殿院における復原深度の自由度を確保す

るため、中核施設を大極殿院の外側に配置する案であ

る。中核施設は遺構を保護した上で必要な設備・機能を

満たす建物を建設することになるが、宮跡の中心部に位

置するために慎重な景観上の配慮と検討を要する。ま

た、大極殿院の復原深度を大極殿と同等の復原展示物に

想定した場合、費用対効果など公共物としての観点から

も十分な議論をしておく必要がある。

おわりに

平成１８年度の段階では上述した各案についての具体

的な案件の抽出、整理検討までにとどめており、どれか

１つを成案として掲げるにはいたっていない。今後も平

城宮跡の今後有り得べき整備の姿について調査研究を進

めていく予定である。 （金井 健）

図１００ 中核施設の配置（上：計画案１ 右：計画案２）

図１０１ 中核施設の配置（計画案３）
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